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九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
は
、
萩
原
朔
太
郎
に
と
っ
て
一
つ
の
転
換
期
と
な
っ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
年
二
月
、
四
十
年
住
ん
だ
前
橋
の
父
の
家
を
去
り
、
憧
れ
の
東
京
に
移
っ
た
こ
と
な
ど
も
実
生
活
上
に
お
け
る
大
き
な
節
目
で
あ
っ
た
が
、
八
月
に
新
潮
社
よ
り
刊
行
し
た
第
四
詩
集
『
純
情
小
曲
集
』
は
、
そ
れ
ま
で
の
詩
風
を
一
変
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
高
い
評
価
を
得
て
い
た
『
月
に
吠
え
る
』
（
一
九
一
七
年
）
や
『
青
猫
』（
一
九
二
三
年
）
等
の
幻
想
的
な
口
語
詩
に
か
わ
っ
て
、『
純
情
小
曲
集
』
に
は
、「
私
の
過
去
の
生
活
記
念
」（「
自
序
」）
と
い
う
性
格
の
二
つ
の
文
語
詩
群
「
愛
憐
詩
篇
」「
郷
土
望
景
詩
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
愛
憐
詩
篇
」
は
、
一
九
一
三
年
か
ら
一
四
年
に
か
け
て
『
朱
欒
』『
創
作
』
等
に
発
表
さ
れ
た
古
文
調
の
文
語
詩
十
八
編
で
あ
り
、「
郷
土
望
景
詩
」
は
、
主
に
一
九
二
四
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
『
日
本
詩
人
』
等
に
発
表
さ
れ
た
漢
文
調
の
文
語
詩
十
編
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
郷
土
望
景
詩
」
の
う
ち
四
編
は
、
の
ち
、『
氷
島
』（
一
九
三
四
年
）
に
も
再
録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
愛
憐
詩
篇
」
は
、
第
一
詩
集
『
月
に
吠
え
る
』
刊
行
以
前
、
朔
太
郎
の
詩
の
習
作
期
に
あ
た
る
作
品
で
あ
り
、
最
新
作
「
郷
土
望
景
詩
」
と
は
時
間
的
に
も
ス
タ
イ
ル
的
に
も
隔
た
り
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
詩
群
を
一
つ
の
詩
集
に
ま
と
め
た
理
由
と
し
て
、
朔
太
郎
は
、『
純
情
小
曲
集
』「
自
序
」
で
、「
共
に
純
情
風
の
も
の
で
あ
り
、
詠
嘆
的
文
語
調
の
詩
」
と
い
う
点
に
よ
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
純
情
」「
詠
嘆
」
を
一
冊
の
詩
集
を
貫
く
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
た
の
は
、
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
行
わ
れ
た
朔
太
郎
の
歌
壇
に
対
す
る
批
判
も
、
解
発
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
朔
太
郎
は
、
一
九
二
二
年
五
月
『
短
歌
雑
誌
』
に
発
表
し
た
「
現
歌
壇
へ
の
公
開
状
」
以
後
、
翌
年
に
か
け
て
、『
短
歌
雑
誌
』『
秦
皮
』
『
覇
王
樹
』
等
に
十
一
編
の
歌
論
を
発
表
し
、
歌
壇
に
論
争
を
挑
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
歌
論
の
主
張
は
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
を
中
心
と
し
た
歌
壇
に
対
し
て
、
歌
壇
が
か
つ
て
の
与
謝
野
晶
子
や
石
川
啄
木
の
よ
う
な
若
々
し
い
「
時
代
の
感
情
」
を
失
っ
て
、「
前
代
の
徹
底
自
然
主
義
を
踏
襲
」
し
、「
時
代
遅
れ
」
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、「
歌
壇
論
の
総
勘
定
」（『
短
歌
雑
誌
』
一
九
二
三
年
二
、
三
月
）
で
は
、
自
分
の
主
張
を
ま
と
め
て
、「
詩
の
精
神
た
る
『
情
緒
の
高
調
性
』
を
軽
視
し
」
た
歌
壇
は
「『
純
真
性
』
を
失
つ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
て
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い
る
が
、
こ
の
「
純
真
性
」
へ
の
固
執
が
『
純
情
小
曲
集
』
で
の
「
純
情
」
の
追
求
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
作
詩
の
上
で
の
短
歌
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
様
々
な
論
考
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
純
情
小
曲
集
』
収
録
詩
に
は
、
一
九
一
三
年
ま
で
の
朔
太
郎
の
作
歌
時
代
に
作
ら
れ
た
短
歌
の
内
容
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
注
１
）
。
し
た
が
っ
て
、『
純
情
小
曲
集
』
を
短
歌
へ
の
回
帰
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、
安
藤
靖
彦
は
次
の
よ
う
に
、
単
純
な
短
歌
へ
の
回
帰
で
は
な
く
「
詩
歌
原
質
」
へ
の
回
帰
と
見
て
い
る
（
注
２
）
。
朔
太
郎
に
あ
っ
て
「
詠
嘆
」
は
短
歌
の
本
質
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
し
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
詩
・
短
歌
を
こ
め
て
の
文
学
の
原
質
で
あ
っ
た
。
で
あ
る
と
す
る
な
ら
「
愛
憐
詩
篇
」
を
介
し
て
の
「
望
景
詩
」
の
「
純
情
」「
詠
嘆
」
は
十
年
を
へ
だ
て
て
の
朔
太
郎
の
歌
へ
の
回
帰
で
あ
り
、
詩
歌
原
質
へ
の
帰
還
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
朔
太
郎
の
こ
の
時
期
一
連
の
歌
論
か
ら
も
、「
純
情
」「
詠
嘆
」
を
、
短
歌
や
詩
を
含
む
広
義
の
詩
に
お
い
て
、
朔
太
郎
が
求
め
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
先
述
の
歌
論
「
現
歌
壇
へ
の
公
開
状
」
で
、
朔
太
郎
は
、「
歌
壇
の
人
々
は
、
今
少
し
詩
壇
（
長
詩
壇
）
の
人
々
に
接
近
し
た
方
が
よ
い
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
、
短
歌
が
詩
の
刺
激
を
受
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
頃
の
詩
壇
に
お
け
る
民
衆
詩
派
の
台
頭
に
危
惧
の
念
を
持
っ
た
朔
太
郎
は
、「
然
る
に
詩
の
情
趣
の
平
明
さ
は
、
主
と
し
て
作
者
の
態
度
の
純
真
性
と
関
係
す
る
。
純
真
な
る
感
情
に
は
虚
偽
や
、
仮
面
や
、
ご
ま
か
し
や
、
気
取
り
や
が
な
く
、
し
た
が
つ
て
そ
の
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
チ
イ
に
は
普
遍
性
と
直
接
性
と
が
あ
る
」（
注
３
）
と
、
詩
壇
に
向
け
て
も
、
歌
壇
に
対
す
る
と
同
じ
よ
う
に
、「
純
真
性
」
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
論
か
ら
、
朔
太
郎
が
短
歌
に
歩
み
寄
っ
て
い
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
あ
く
ま
で
詩
の
立
場
か
ら
、
根
元
的
な
詩
情
と
し
て
「
純
情
」
性
を
提
示
し
て
み
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
口
語
詩
か
ら
文
語
詩
へ
、『
純
情
小
曲
集
』
は
、
朔
太
郎
詩
の
転
換
点
と
な
っ
た
詩
集
で
あ
る
だ
け
に
、
詩
想
の
類
似
の
み
を
と
り
あ
げ
て
「
歌
へ
の
回
帰
」
と
言
い
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
た
め
ら
い
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
短
歌
的
要
素
の
多
さ
も
含
め
た
ス
タ
イ
ル
の
問
題
と
と
も
に
、『
純
情
小
曲
集
』
の
編
集
の
意
図
を
考
察
し
た
い
。
二
は
じ
め
に
、
こ
の
『
純
情
小
曲
集
』
が
編
ま
れ
た
頃
、
特
に
最
新
の
詩
群
で
あ
る
「
郷
土
望
景
詩
」
の
創
作
さ
れ
た
時
期
に
お
い
て
、
朔
太
郎
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
見
ら
れ
る
詩
壇
の
状
況
か
ら
、
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
当
時
の
詩
壇
と
朔
太
郎
の
関
わ
り
と
し
て
は
、
ま
ず
、
室
生
犀
星
『
抒
情
小
曲
集
』（
感
情
詩
社
、
一
九
一
八
年
九
月
）
と
、
佐
藤
春
夫
『
殉
情
詩
集
』（
新
潮
社
、
一
九
二
一
年
七
月
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
類
似
す
る
二
つ
の
詩
集
が
重
要
で
あ
る
。
朔
太
郎
は
、『
純
情
小
曲
集
』
の
「
自
序
」
で
、「
愛
憐
詩
篇
」
を
「
私
の
少
年
時
代
の
作
」
と
し
、
こ
の
詩
群
に
流
れ
る
純
情
性
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
詩
は
、
一
九
一
三
年
か
ら
一
四
年
に
か
け
て
、
朔
太
郎
が
作
歌
時
代
を
終
え
、
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初
め
て
詩
を
作
り
始
め
た
二
十
八
歳
か
ら
二
十
九
歳
に
か
け
て
、『
朱
欒
』
や
『
創
作
』
に
発
表
し
た
作
品
で
あ
り
、「
少
年
時
代
の
作
」
と
す
る
に
は
年
齢
的
に
無
理
が
あ
る
。
こ
の
「
少
年
時
代
の
作
」
と
い
う
演
出
に
は
、『
抒
情
小
曲
集
』
や
『
殉
情
詩
集
』
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
佐
藤
春
夫
『
殉
情
詩
集
』
は
、
そ
の
「
自
序
」
に
、
詩
の
創
作
を
始
め
た
十
六
歳
頃
の
作
品
で
思
い
出
せ
る
も
の
を
収
録
し
た
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
室
生
犀
星
『
抒
情
小
曲
集
』
収
録
詩
は
、「
少
年
の
日
の
交
り
気
な
い
あ
ど
け
な
い
真
心
ま
ご
ご
ろ
を
も
つ
て
書
か
れ
た
」
詩
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
詩
に
よ
っ
て
、「
少
年
時
代
の
悩
ま
し
い
人
懐
こ
い
苛
苛
し
い
情
念
や
、
美
し
い
希
望
や
、
つ
み
な
き
悪
事
や
、
限
り
な
い
嘆
賞
や
哀
憐
や
の
諸
諸
に
つ
い
て
」
読
者
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
と
、
そ
の
「
自
序
」
で
述
べ
て
い
る
。
朔
太
郎
は
、
春
夫
や
犀
星
の
こ
の
「
自
序
」
に
倣
っ
て
、
初
々
し
い
情
緒
を
持
つ
初
期
の
抒
情
詩
を
「
少
年
時
代
の
作
」
と
す
る
仮
構
を
試
み
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
、
特
に
、
親
友
室
生
犀
星
に
よ
る
『
抒
情
小
曲
集
』
か
ら
の
影
響
は
随
所
に
見
ら
れ
る
（
注
４
）
。『
抒
情
小
曲
集
』
収
録
詩
に
は
、
郷
里
金
沢
周
辺
で
創
作
さ
れ
た
も
の
や
着
想
を
得
た
も
の
が
多
い
。
朔
太
郎
が
強
く
共
感
し
た
詩
「
小
景
異
情
　
そ
の
二
」
の
「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の
」
に
お
け
る
疎
外
感
は
、
朔
太
郎
の
「
郷
土
望
景
詩
」
ほ
ど
の
激
し
さ
は
持
た
な
い
も
の
の
、「
帰
る
と
こ
ろ
に
あ
る
ま
じ
や
」
と
う
た
わ
れ
た
帰
郷
に
対
す
る
諦
観
は
、
朔
太
郎
の
「
郷
土
望
景
詩
」
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
抒
情
小
曲
集
』
に
は
、
犀
星
が
朔
太
郎
を
訪
ね
て
前
橋
に
遊
ん
だ
と
き
の
詩
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
詩
が
朔
太
郎
に
郷
土
を
再
認
識
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
利
根
の
砂
山
」
「
氷
の
扉
」「
桜
と
雲
雀
」「
土
筆
」「
前
橋
公
園
」
の
五
編
が
そ
れ
で
、
こ
れ
ら
の
詩
に
は
、「
赤
城
お
ろ
し
」「
利
根
の
砂
山
」（「
利
根
の
砂
山
」）、
ま
た
、「
た
ち
ま
ち
に
雪
光
る
山
」「
た
ち
ま
ち
に
鳴
り
て
は
く
も
る
山
」（「
氷
の
扉
」）
と
い
う
山
を
望
む
前
橋
の
景
観
、
そ
し
て
、「
土
筆
」「
嫁
菜
」（「
土
筆
」）「
桜
」（「
桜
と
雲
省
」「
前
橋
公
園
」）
と
い
う
早
春
の
自
然
が
描
か
れ
て
い
る
。
犀
星
は
「
自
序
」
で
、「
小
出
磧
と
い
へ
る
利
根
の
河
畔
、
小
さ
き
砂
山
、
櫟
の
若
き
林
、
牧
牛
、
赤
城
山
、
公
園
等
、
皆
予
が
心
に
今
も
な
ほ
生
け
り
」
と
述
べ
、
こ
れ
ら
の
詩
が
そ
う
し
た
場
所
で
得
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
朔
太
郎
の
「
郷
土
望
景
詩
」
も
、
こ
れ
ら
犀
星
の
旅
の
思
い
出
の
場
所
が
題
材
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
大
渡
橋
」
「
利
根
の
松
原
」
で
は
利
根
川
、「
才
川
町
」
で
は
赤
城
山
、「
公
園
の
椅
子
」
で
は
前
橋
公
園
が
、
そ
れ
ぞ
れ
歌
い
込
ま
れ
て
お
り
、「
波
宜
亭
」
に
は
、
隣
接
し
て
赤
城
牧
場
が
あ
っ
た
。
朔
太
郎
は
、「
郷
土
望
景
詩
」
の
一
部
を
『
日
本
詩
人
』（
一
九
二
五
年
六
月
）
に
発
表
し
た
際
、「
前
橋
公
園
は
、
我
れ
あ
え
て
．
．
．
歌
ふ
こ
と
せ
ざ
り
し
が
、
友
、
室
生
犀
星
の
詩
に
よ
つ
て
早
く
世
に
知
ら
れ
た
り
」
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
「
あ
え
て
．
．
．
」
場
所
を
特
定
し
て
歌
わ
な
か
っ
た
朔
太
郎
は
、
こ
の
「
郷
土
望
景
詩
」
収
録
詩
「
公
園
の
椅
子
」
に
お
い
て
、
犀
星
の
詩
で
歌
わ
れ
た
前
橋
公
園
の
「
す
ゐ
す
ゐ
た
る
桜
な
り
／
伸
び
て
四
月
を
ゆ
め
む
桜
な
り
」
と
い
う
健
や
か
な
美
的
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
り
、「
葉
桜
の
こ
ろ
／
さ
び
し
き
椅
子
に
「
復
讐
」
の
文
字
を
刻
み
た
り
。」
と
、
こ
の
公
園
の
椅
子
を
、
疎
外
す
る
周
囲
へ
の
反
抗
の
象
徴
と
し
て
強
烈
に
印
象
付
け
て
い
る
。
旅
で
寄
っ
た
者
と
そ
こ
に
住
む
者
と
の
印
象
の
違
い
と
し
て
、
犀
星
の
詩
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
意
識
的
に
覆
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
犀
星
詩
か
ら
触
発
さ
れ
た
詩
と
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見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
他
の
詩
人
に
よ
る
作
品
の
鑑
賞
を
通
し
て
、
特
に
〈
郷
土
〉
に
つ
い
て
強
く
共
鳴
す
る
発
言
が
見
ら
れ
る
。
一
九
二
三
年
一
月
、『
日
本
詩
人
』
の
「
詩
壇
時
評
」
で
は
、
同
郷
の
詩
人
高
橋
元
吉
の
詩
「
秋
」
に
見
ら
れ
る
「
寒
さ
」「
青
さ
」「
鋭
ど
さ
」
を
、「
私
の
詩
の
リ
ズ
ム
に
於
て
も
共
通
で
あ
る
」
と
認
め
、「
思
ふ
に
こ
の
空
高
く
し
て
北
風
吹
き
す
さ
ぶ
関
東
平
野
の
荒
寥
た
る
風
物
は
、
我
等
の
芸
術
の
上
に
も
何
等
か
の
共
通
な
る
郷
土
的
色
調
を
付
与
せ
ず
に
は
居
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
二
月
中
旬
頃
と
推
定
さ
れ
る
河
井
酔
茗
宛
て
の
書
簡
で
は
、
贈
ら
れ
た
『
酔
茗
全
集
』
に
つ
い
て
、「
就
中
、
決
意
を
以
て
郷
土
を
捨
て
上
京
さ
れ
た
あ
た
り
の
複
雑
な
る
心
的
苦
悶
は
現
に
そ
の
同
じ
状
態
に
あ
つ
て
脳ママ
悶
し
て
ゐ
る
小
生
の
実
情
と
符
節
し
、
何
か
力
強
い
先
輩
の
御
教
訓
と
慰
藉
と
を
あ
た
へ
ら
れ
る
の
を
感
じ
ま
し
た
」
と
共
感
を
書
き
付
け
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
朔
太
郎
が
自
ら
の
郷
土
性
を
強
く
自
覚
し
て
い
た
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
詩
壇
の
状
況
と
し
て
は
、
野
口
米
次
郎
に
よ
る
『
二
重
国
籍
者
の
詩
』
（
一
九
二
一
年
十
二
月
）
の
刊
行
が
、「
郷
土
望
景
詩
」
中
最
も
早
い
時
期
の
作
品
で
あ
る
「
才
川
町
」（『
現
代
詩
人
選
集
』
一
九
二
一
年
二
月
　
原
題
「
十
二
月
下
旬
」）
の
発
表
と
同
年
で
あ
っ
た
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
、『
日
本
詩
人
』
な
ど
の
詩
壇
時
評
で
、
朔
太
郎
は
野
口
を
「
西
洋
人
の
外
套
を
き
た
日
本
人
」
と
呼
び
、
そ
の
「
思
想
的
叙
情
詩
」
を
、
技
巧
的
に
は
劣
る
と
し
な
が
ら
も
高
く
評
価
し
た
（
注
５
）
。
こ
の
時
、
最
初
の
「
情
調
哲
学
」
＝
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
集
『
新
し
き
欲
情
』（
ア
ル
ス
、
一
九
二
二
年
四
月
）
を
構
想
中
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
朔
太
郎
は
、
日
本
に
も
よ
り
思
想
的
な
詩
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
「
二
重
国
籍
者
」
と
し
て
、
日
本
に
も
西
洋
に
も
安
ん
じ
ら
れ
な
い
野
口
に
対
す
る
共
感
は
、
そ
の
ま
ま
、「
郷
土
望
景
詩
」の
郷
土
で
の
疎
外
感
に
つ
な
が
っ
て
も
く
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
外
部
か
ら
の
影
響
の
な
か
で
の
、『
純
情
小
曲
集
』
刊
行
は
、
朔
太
郎
の
創
作
過
程
の
う
え
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、『
純
情
小
曲
集
』
収
録
詩
の
う
ち
特
に
最
新
作
で
あ
る
「
郷
土
望
景
詩
」
が
書
か
れ
た
時
期
の
、
朔
太
郎
自
身
の
作
詩
の
状
況
を
確
認
し
た
い
。
久
保
忠
夫
の
指
摘
に
よ
る
と
、「
郷
土
望
景
詩
」
の
う
ち
「
小
出
新
道
」「
新
前
橋
駅
」「
大
渡
橋
」「
公
園
の
椅
子
」
四
編
が
『
日
本
詩
人
』（
一
九
二
五
年
六
月
）
に
発
表
さ
れ
た
際
の
前
書
き
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
詩
の
創
作
年
代
は
一
九
二
二
年
か
ら
二
四
年
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
（
注
６
）
。
し
か
し
、
朔
太
郎
は
、「
郷
土
望
景
詩
」
で
初
め
て
郷
土
を
う
た
っ
た
の
で
は
な
く
、「
愛
憐
詩
篇
」
と
同
じ
習
作
期
の
頃
か
ら
、
詩
の
題
材
と
し
て
郷
土
を
と
り
あ
げ
て
い
た
。「
故
郷
前
橋
に
て
」
と
い
う
添
え
書
き
の
あ
る
一
九
一
三
年
の
「
晩
秋
哀
語
」
を
は
じ
め
と
し
て
、「
滞
郷
哀
語
篇
」
や
「
郷
土
風
物
詩
」
等
の
添
え
書
き
を
持
つ
一
連
の
詩
が
一
九
一
六
年
ま
で
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
７
）
。
『
月
に
吠
え
る
』
を
出
版
後
、
一
九
一
八
年
か
ら
二
一
年
か
け
て
の
三
年
間
、
朔
太
郎
は
ほ
と
ん
ど
作
品
を
発
表
し
て
お
ら
ず
、「
郷
土
望
景
詩
」
の
う
ち
最
初
に
発
表
さ
れ
た
詩
「
才
川
町
」
は
、
一
九
二
一
年
二
月
に
『
現
代
詩
人
選
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
沈
黙
期
は
、
地
元
の
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
を
率
い
て
の
音
楽
活
動
と
共
に
、
後
に
『
新
し
き
欲
情
』
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
試
作
が
盛
ん
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
時
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
を
挟
ん
で
、
第
二
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詩
集
『
青
猫
』（
新
潮
社
、
一
九
二
三
年
一
月
）
の
詩
風
を
前
期
と
後
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
九
二
三
年
か
ら
は
、『
青
猫
』
後
期
の
詩
風
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
口
語
詩
群
「『
青
猫
』
以
後
」
が
、『
青
猫
』
刊
行
後
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
郷
土
望
景
詩
」
の
文
語
詩
は
、『
青
猫
』
後
期
か
ら
「『
青
猫
』
以
後
」
ま
で
の
幻
想
的
な
口
語
詩
と
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
並
行
し
て
創
作
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
青
猫
』
後
期
と
「
郷
土
望
景
詩
」
の
分
岐
点
を
如
実
に
表
す
の
が
、「
才
川
町
」
で
あ
る
。
久
保
忠
夫
の
次
の
指
摘
を
ふ
ま
え
て
具
体
的
に
考
察
を
試
み
た
い
（
注
８
）
。
こ
の
と
き
同
時
に
掲
載
さ
れ
た
、「
十
二
月
下
旬
」
が
の
ち
に
「
才
川
町
」
と
改
題
の
上
、「
郷
土
望
景
詩
」
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
同
根
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、「
郷
土
望
景
詩
」
に
行
く
も
の
と
、『
蝶
を
夢
む
』
を
経
て
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』
の
「
青
猫
（
以
後
）」
に
つ
き
抜
け
て
ゆ
く
も
の
と
、
二
様
に
分
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
才
川
町
」
と
同
時
に
、
同
じ
『
現
代
詩
人
選
集
』
に
発
表
さ
れ
た
詩
「
ま
づ
し
き
展
望
」
は
、
詩
集
『
蝶
を
夢
む
』
内
の
『
青
猫
』
系
統
の
詩
に
混
じ
っ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
文
語
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
含
め
、「
才
川
町
」
と
か
な
り
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
。
「
才
川
町
」
で
は
、「
わ
た
し
の
暗
い
故
郷
の
都
会
」
の
風
景
を
、「
松
飾
り
せ
る
軒
」
や
、
煤
で
黒
ず
ん
だ
「
場
末
の
窓
窓
」
に
、
荷
車
の
往
来
等
と
い
う
、
生
活
的
な
情
景
で
も
っ
て
描
い
て
い
る
。「
ま
づ
し
き
展
望
」
で
も
、
積
ま
れ
た
「
馬
秣
ま
ぐ
さ
」
や
畔
を
描
き
、
最
終
行
は
「
わ
れ
わ
れ
の
生
活
は
失
踪
せ
り
。」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
二
編
の
詩
が
い
ず
れ
も
、
田
舎
の
風
景
に
生
活
の
暗
さ
を
込
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
ま
づ
し
き
展
望
」
に
は
、「
君
は
き
や
し
や
な
る
洋か
傘さ
の
先
も
て
／
死
に
た
る
蛙
を
畔
に
指
せ
り
。」
と
い
っ
た
、「『
青
猫
』
以
後
」
の
詩
想
の
特
徴
で
あ
る
死
骸
・
埋
葬
の
イ
メ
ー
ジ
が
出
て
く
る
（
注
９
）
の
で
、
文
語
で
書
か
れ
、
こ
れ
ほ
ど
詩
想
が
類
似
し
て
い
て
も
、「
郷
土
望
景
詩
」
の
詩
群
に
は
採
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
朔
太
郎
は
、『
青
猫
』
系
統
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
に
自
信
と
愛
着
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
と
並
行
し
て
「
郷
土
望
景
詩
」
の
文
語
詩
を
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
室
生
犀
星
ら
の
描
く
前
橋
の
風
景
や
、
高
橋
元
吉
や
河
井
酔
茗
ら
の
詩
人
の
作
品
に
底
流
す
る
郷
土
性
の
刺
激
を
受
け
て
の
、
自
ら
の
郷
土
性
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
朔
太
郎
は
、
出
郷
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
も
、
な
お
郷
土
に
と
ど
ま
り
な
が
ら
、
郷
土
と
い
う
現
実
の
場
所
を
う
た
い
あ
げ
る
方
向
に
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
三
現
実
の
風
景
を
歌
っ
た
「
郷
土
望
景
詩
」
の
文
語
詩
と
、『
青
猫
』
後
期
・
「『
青
猫
』
以
後
」
の
幻
想
的
な
口
語
詩
は
、
同
時
期
に
作
ら
れ
た
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
ほ
ど
、
全
く
異
質
な
印
象
を
受
け
る
。
同
時
代
評
か
ら
現
在
の
研
究
に
至
る
ま
で
、
そ
の
異
質
さ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
専
ら
行
わ
れ
、
と
り
わ
け
、
朔
太
郎
の
前
期
・
口
語
詩
と
後
期
・
文
語
詩
に
つ
い
て
の
評
価
の
分
裂
が
話
題
に
な
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
郷
土
望
景
詩
」
と
、『
青
猫
』
後
期
・
「『
青
猫
』
以
後
」
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想
は
、「
才
川
町
」
や
「
ま
づ
し
き
展
望
」
の
よ
う
に
、
む
し
ろ
連
続
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
青
猫
』
後
期
・
「『
青
猫
』
以
後
」
に
は
漂
泊
を
テ
ー
マ
と
す
る
詩
想
へ
の
執
着
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
が
、
郷
土
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
「
郷
土
望
景
詩
」
に
お
い
て
も
、
そ
の
漂
泊
を
表
す
イ
メ
ー
ジ
が
頻
出
す
る
。
確
か
に
、
一
方
で
、「
郷
土
望
景
詩
」
は
、
地
名
へ
の
執
着
が
か
な
り
強
く
、
自
注
で
そ
れ
ら
の
解
説
を
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
（
注
10
）
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
地
名
は
、
か
な
ら
ず
し
も
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
小
出
新
道
」「
新
前
橋
駅
」「
大
渡
橋
」
等
の
交
通
を
象
徴
的
に
表
す
題
材
を
は
じ
め
、「
二
子
山
付
近
」
の
、「
た
ち
ま
ち
遠
景
を
汽
車
の
は
し
り
て
／
わ
れ
の
心
境
は
動
擾
せ
り
。」
と
汽
車
に
焦
点
を
あ
て
た
詩
句
、「
広
瀬
川
」
の
、「
時
さ
れ
ば
み
な
幻
想
は
消
え
ゆ
か
ん
。」
と
流
動
す
る
も
の
を
歌
っ
た
詩
句
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
、
郷
土
風
景
の
ゆ
る
ぎ
な
さ
よ
り
も
漂
泊
感
が
目
立
っ
て
い
る
。
郷
土
を
歌
っ
た
も
の
に
し
て
は
、
流
動
的
で
変
化
に
富
ん
だ
事
物
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
単
な
る
故
郷
へ
の
追
懐
や
回
帰
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
「
大
渡
橋
」
の
六
行
目
か
ら
十
三
行
目
を
挙
げ
て
み
た
い
。
わ
れ
こ
の
長
き
橋
を
渡
る
と
き
に
薄
暮
の
飢
ゑ
た
る
感
情
は
苦
し
く
せ
り
。
あ
あ
故
郷
に
あ
り
て
ゆ
か
ず
塩
の
ご
と
く
に
し
み
る
憂
患
の
痛
み
を
つ
く
せ
り
す
で
に
孤
独
の
中
に
老
い
ん
と
す
い
か
な
れ
ば
今
日
の
烈
し
き
痛
恨
の
怒
り
を
語
ら
ん
い
ま
わ
が
ま
づ
し
き
書
物
を
破
り
過
ぎ
ゆ
く
利
根
川
の
水
に
い
つ
さ
い
の
も
の
を
捨
て
ん
と
す
。
こ
こ
に
は
、
往
来
の
激
し
い
橋
と
と
も
に
、
利
根
川
と
い
う
二
つ
の
流
動
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
初
は
大
渡
橋
と
い
う
前
橋
と
惣
社
を
結
ぶ
地
理
上
の
通
過
点
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
十
行
目
か
ら
は
、「
老
い
ん
と
す
」「
今
日
の
烈
し
き
痛
恨
の
怒
り
」「
ま
づ
し
き
書
物
」
と
い
う
時
間
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
詩
想
に
展
開
し
て
い
く
。
見
慣
れ
た
風
景
の
叙
景
か
ら
、
自
分
の
来
歴
へ
と
視
点
が
移
行
す
る
境
界
と
な
る
の
は
、
八
行
目
の
「
あ
あ
故
郷
に
あ
り
て
ゆ
か
ず
」
と
い
う
「
痛
み
」
の
感
情
で
あ
る
。
固
有
名
を
与
え
ら
れ
た
空
間
か
ら
、
自
己
の
来
歴
と
い
う
時
間
へ
と
朔
太
郎
の
郷
愁
は
向
か
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、『
新
し
き
欲
情
』
収
録
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
「
陸
橋
を
渡
る
」
に
も
見
ら
れ
る
。
憂
鬱
に
沈
み
な
が
ら
、
ひ
と
り
寂
し
く
陸
橋
を
渡
つ
て
行
く
。
か
つ
て
何
物
に
さ
へ
妥
協
せ
ざ
る
、
何
物
に
さ
へ
安
易
せ
ざ
る
、
こ
の
一
つ
の
感
情
を
ど
こ
へ
行
か
う
か
。
落
日
は
地
平
に
低
く
環
境
は
怒
り
に
燃
え
て
る
。
一
切
を
憎
悪
し
、
粉
砕
し
、
叛
逆
し
、
嘲
笑
し
、
斬
奸
し
、
敵
愾
す
る
、
こ
の
一
個
の
黒
い
影
を
マ
ン
ト
に
つ
つ
ん
で
、
ひ
と
り
寂
し
く
陸
橋
を
渡
つ
て
行
く
。
か
の
高
い
架
空
の
橋
を
越
え
て
、
は
る
か
の
幻
灯
の
市
街
に
ま
で
。
こ
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
、
漂
泊
し
て
い
る
も
の
は
擬
人
化
さ
れ
た
「
一
つ
の
感
情
」
で
あ
る
。
こ
の
「
憎
悪
」
を
含
む
激
し
い
感
情
こ
そ
が
、
朔
太
郎
の
郷
愁
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
漂
泊
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
抽
象
的
な
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
テ
ー
マ
を
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
提
出
し
た
の
が
、「
大
渡
橋
」
で
あ
る
と
言
え
る
が
、「
大
渡
橋
」
は
さ
ら
に
、
空
間
か
ら
時
間
へ
と
郷
愁
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
時
間
へ
の
郷
愁
に
関
連
し
て
、
郷
土
に
新
設
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
「
小
出
新
道
」「
新
前
橋
駅
」「
大
渡
橋
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
注
11
）
。
朔
太
郎
の
「
郷
土
望
景
詩
」
は
、
空
間
的
に
愛
着
の
あ
る
場
所
を
う
た
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
郷
土
に
お
け
る
な
じ
み
の
な
い
新
し
い
も
の
を
詩
の
テ
ー
マ
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
時
間
的
に
も
疎
外
さ
れ
て
い
く
者
の
、
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
時
間
そ
れ
自
体
へ
の
郷
愁
を
う
た
お
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
他
に
も
、『
純
情
小
曲
集
』
に
お
い
て
、
時
間
に
つ
い
て
の
こ
だ
わ
り
は
多
数
指
摘
で
き
る
。
『
純
情
小
曲
集
』「
自
序
」
で
は
、「
愛
憐
詩
篇
」
に
つ
い
て
、「
始
め
て
詩
と
い
ふ
も
の
を
か
い
た
こ
ろ
の
な
つ
か
し
い
思
ひ
出
」
の
た
め
世
に
出
す
の
で
あ
っ
て
、
「
改
め
て
そ
の
鑑
賞
的
評
価
を
問
ふ
た
め
で
は
な
」
い
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
朔
太
郎
は
、
こ
の
「
思
ひ
出
」
に
つ
い
て
、「
私
自
身
へ
の
過
去
を
追
憶
し
た
い
た
め
」
「
あ
る
ひ
と
の
来
歴
に
対
す
る
の
す
た
る
じ
や
」
と
、
言
葉
を
変
え
て
執
拗
に
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
「
過
去
」
と
い
う
時
間
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、『
青
猫
』
後
期
か
ら
特
に
「『
青
猫
』
以
後
」
に
か
け
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
（
注
12
）
。
典
型
的
な
例
と
し
て
、「
輪
廻
と
樹
木
」（『
日
本
詩
人
』
一
九
二
三
年
二
月
）
を
挙
げ
る
と
、「
わ
た
し
の
過
去
は
魚
で
も
な
い
　
猫
で
も
な
い
　
花
で
も
な
い
」
と
来
歴
を
た
ず
ね
続
け
る
「
無
限
の
『
時
』
の
哀
傷
」
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
『
青
猫
』
系
統
の
詩
に
「
郷
土
望
景
詩
」
も
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
時
期
、
朔
太
郎
が
い
か
に
時
間
に
つ
い
て
執
拗
に
追
求
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
「
郷
土
望
景
詩
」
の
中
で
、
追
憶
の
モ
チ
ー
フ
が
見
出
せ
る
詩
は
、「
中
学
の
校
庭
」「
波
宜
亭
」「
広
瀬
川
」「
利
根
の
松
原
」
の
四
編
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
広
瀬
川
」
を
挙
げ
て
考
察
し
た
い
。
広
瀬
川
白
く
流
れ
た
り
時
さ
れ
ば
み
な
幻
想
は
消
え
ゆ
か
ん
。
わ
れ
は
生
涯
ら
い
ふ
を
釣
ら
ん
と
し
て
過
去
の
日
川
辺
に
糸
を
た
れ
し
が
あ
あ
か
の
幸
福
は
遠
き
に
す
ぎ
さ
り
ち
ひ
さ
き
魚
は
眼め
に
も
と
ま
ら
ず
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
、
松
原
勉
は
、「
日
常
性
の
次
元
で
の
、
充
足
さ
れ
た
過
去
に
対
す
る
追
憶
を
基
盤
と
す
る
詠
嘆
的
抒
情
が
強
く
表
れ
て
い
る
」（
注
13
）
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
、「
そ
の
充
足
さ
れ
た
過
去
は
、
喪
失
す
べ
き
も
の
と
し
て
観
念
的
に
仮
構
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
つ
け
加
え
て
い
る
。「
幻
想
」「
か
の
幸
福
」
と
い
う
語
か
ら
「
充
足
さ
れ
た
過
去
」
を
導
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、「
幻
想
」
と
は
、
釣
り
人
が
釣
り
あ
て
る
べ
き
「
生
涯
ら
い
ふ
」
の
「
幸
福
」
を
夢
見
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
充
足
さ
れ
た
過
去
」
は
、「
郷
土
望
景
詩
」
中
、
追
憶
の
モ
チ
ー
フ
が
出
て
く
る
他
の
詩
に
も
見
出
せ
な
い
。「
中
学
の
校
庭
」
で
は
、「
い
か
り
て
書
物
を
な
げ
す
て
／
ひ
と
り
校
庭
の
草
に
寝
こ
ろ
び
居
し
が
」
と
、「
艶なま
め
く
情
熱
」
に
悩
む
中
学
時
代
へ
の
追
懐
、「
波
宜
亭
」
で
は
、「
か
な
し
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き
情
歓
の
思
ひ
」
に
沈
む
少
年
の
日
へ
の
追
懐
が
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
て
、
む
し
ろ
満
た
さ
れ
な
い
思
い
で
い
た
過
去
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
時
間
の
不
可
逆
性
や
郷
愁
に
つ
い
て
分
析
し
た
ヴ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、「
逆
行
で
き
な
い
過
去
は
、
そ
の
過
去
自
体
が
貴
重
だ
か
ら
で
は
な
く
、
た
ん
に
そ
れ
が
過
去
で
あ
る
た
め
に
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
大
切
な
の
だ
。
目
立
つ
特
徴
も
な
い
過
去
に
、
明
ら
か
な
原
因
も
理
由
も
な
い
過
去
執
着
が
対
応
す
る
」（
注
14
）
と
述
べ
て
い
る
。
朔
太
郎
の
場
合
も
、
と
り
た
て
て
特
徴
も
な
く
、
い
ら
だ
た
し
く
さ
え
過
ご
し
た
若
き
日
の
感
情
を
若
干
美
化
し
て
追
懐
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
り
、「
広
瀬
川
」
も
そ
の
一
つ
と
し
て
読
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
郷
土
望
景
詩
」
に
お
い
て
は
、
空
間
を
契
機
と
し
て
時
間
に
お
け
る
郷
愁
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
単
に
過
去
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
追
懐
の
対
象
と
な
り
得
る
と
い
う
詩
想
を
提
示
し
た
「
広
瀬
川
」
は
、
こ
の
時
間
へ
の
郷
愁
を
端
的
に
表
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
四
こ
こ
で
、『
純
情
小
曲
集
』
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
『
純
情
小
曲
集
』
に
収
め
ら
れ
た
「
愛
憐
詩
篇
」
と
「
郷
土
望
景
詩
」
は
、
い
ず
れ
も
朗
読
向
き
の
、
音
楽
性
を
強
く
持
つ
詩
群
で
あ
る
と
言
え
る
。
「
愛
憐
詩
篇
」
は
、
柔
ら
か
な
印
象
を
与
え
る
古
文
調
で
書
か
れ
、
詩
作
の
前
に
行
わ
れ
て
い
た
朔
太
郎
の
短
歌
時
代
の
名
残
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
夜
汽
車
」（『
朱
欒
』
一
九
一
三
年
五
月
）
等
の
詩
想
が
、
す
で
に
短
歌
形
式
の
中
で
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
音
数
律
に
見
ら
れ
る
短
歌
的
定
型
意
識
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。
ま
ず
、
七
五
調
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
詩
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
述
の
「
夜
汽
車
」
は
冒
頭
二
行
が
〈
５
／
７
〉〈
５
／
５
／
４
〉
と
歌
い
だ
さ
れ
た
後
、
破
調
を
含
み
つ
つ
、
随
所
に
七
音
と
五
音
が
繰
り
返
さ
れ
、
結
末
の
四
行
は
、〈
５
／
５
／
６
〉
〈
７
／
７
／
８
〉〈
７
／
５
〉〈
５
／
６
／
７
〉
と
緩
や
か
な
律
で
は
あ
る
が
、
短
歌
の
リ
ズ
ム
か
ら
抜
け
き
れ
て
い
な
い
。
日
本
の
伝
統
的
美
意
識
を
題
材
に
し
た
「
花
鳥
」
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
冒
頭
の
「
花
鳥
は
な
と
り
」
に
ル
ビ
が
う
た
れ
、
多
少
の
破
調
は
あ
る
も
の
の
、
七
音
と
五
音
か
ら
成
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
で
は
あ
る
が
七
五
調
が
あ
る
も
の
に
、「
再
会
」（『
ア
ラ
ラ
ギ
』
一
九
一
四
年
十
月
）
の
冒
頭
三
行
〈
７
／
５
〉〈
７
〉〈
５
／
７
／
５
〉、「
旅
上
」
の
冒
頭
二
行
〈
５
／
５
／
５
〉
〈
５
／
７
〉
が
あ
る
（
注
15
）
。
歌
い
だ
し
で
あ
る
冒
頭
の
行
だ
け
七
音
と
五
音
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
入
れ
る
と
す
る
と
、
か
な
り
の
詩
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。「
こ
こ
ろ
」〈
５
／
７
〉、「
女
よ
」〈
７
／
５
／
５
〉、「
桜
」〈
７
／
５
／
５
〉、「
静
物
」
〈
５
／
７
〉、「
初
夏
の
印
象
」〈
５
／
７
〉、
こ
れ
に
、
多
少
の
字
足
ら
ず
・
字
余
り
と
し
て
、「
浜
辺
」〈
５
／
６
／
５
〉、「
月
光
と
海
月
」〈
８
／
５
〉
の
二
編
を
付
け
加
え
れ
ば
、「
愛
憐
詩
篇
」
の
ほ
と
ん
ど
が
七
五
調
を
引
き
ず
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
七
五
調
の
他
に
、
八
音
を
加
え
て
、
新
た
な
定
型
を
模
索
し
た
も
の
と
し
て
は
、
「
洋
銀
の
皿
」（『
創
作
』
一
九
一
四
年
五
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
全
文
を
引
用
し
、
行
末
に
音
数
を
付
し
て
お
く
。
し
げ
る
草
む
ら
を
た
づ
ね
つ
つ
〈
８
／
５
〉
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な
に
を
ほ
し
さ
に
呼
ば
へ
る
わ
れ
ぞ
〈
７
／
７
〉
ゆ
く
ゆ
く
葉
う
ら
に
さ
さ
く
れ
て
〈
８
／
５
〉
指
も
真
紅
に
ぬ
れ
ぬ
れ
ぬ
。
〈
７
／
５
〉
な
ほ
も
ひ
ね
も
す
は
し
り
ゆ
く
〈
７
／
５
〉
草
む
ら
ふ
か
く
忘
れ
つ
る
〈
７
／
５
〉
洋
銀
の
皿
を
た
づ
ね
行
く
。
〈
８
／
５
〉
わ
が
哀
し
み
に
く
る
め
け
る
〈
７
／
５
〉
も
も
い
ろ
う
す
き
日
の
し
た
に
〈
７
／
５
〉
白
く
光
り
て
涙
ぐ
む
〈
７
／
５
〉
洋
銀
の
皿
を
た
づ
ね
ゆ
く
〈
８
／
５
〉
草
む
ら
深
く
忘
れ
つ
る
〈
７
／
５
〉
洋
銀
の
皿
は
い
づ
こ
に
あ
り
や
。
〈
８
／
５
〉
こ
の
詩
は
、
七
行
目
の
「
洋
銀
の
皿
を
た
づ
ね
行
く
。」〈
８
／
５
〉
を
軸
と
し
て
、
前
後
で
対
称
と
な
る
よ
う
に
音
数
律
を
組
ん
で
い
る
。
六
行
目
と
十
二
行
目
、
ま
た
七
行
目
と
十
一
行
目
に
、
表
記
を
わ
ず
か
に
変
え
な
が
ら
詩
句
の
反
復
を
行
っ
て
い
る
の
も
、
形
式
を
意
識
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
短
歌
に
結
節
す
る
伝
統
的
な
七
五
調
音
数
律
に
よ
る
定
型
意
識
こ
そ
が
、
朔
太
郎
の
詩
的
郷
土
で
あ
り
、
朔
太
郎
自
身
が
こ
れ
を
自
覚
し
、「
記
念
」
す
る
意
味
も
込
め
て
、
習
作
の
中
か
ら
、
形
の
整
っ
た
も
の
を
こ
の
詩
集
に
収
録
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、「
郷
土
望
景
詩
」
に
お
け
る
文
語
詩
は
漢
文
調
自
由
詩
で
あ
る
。
も
し
、
短
歌
的
な
音
楽
性
に
安
易
に
回
帰
す
る
つ
も
り
で
あ
れ
ば
、「
愛
憐
詩
篇
」
に
倣
っ
て
、
音
数
律
を
伴
っ
た
古
文
調
の
ス
タ
イ
ル
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
有
効
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
漢
文
調
は
一
体
ど
の
よ
う
な
意
図
を
担
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
郷
土
望
景
詩
」
が
書
か
れ
る
直
前
の
朔
太
郎
の
詩
論
「
リ
ズ
ム
の
話
」（『
短
歌
雑
誌
』
一
九
二
〇
年
一
月
）
で
は
、
日
本
語
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
が
無
く
、
リ
ズ
ム
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
促
音
の
不
足
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
促
音
は
外
来
語
と
漢
語
に
は
存
在
し
、「『
漢
語
調
の
文
章
』
は
、
純
粋
の
和
語
文
と
ち
が
つ
て
、
非
常
に
音
楽
的
な
聴
覚
を
あ
た
へ
、
強
烈
な
感
情
に
訴
へ
る
こ
と
が
多
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
年
後
に
発
表
さ
れ
た
詩
論
「
仮
名
と
漢
字
」（『
詩
と
音
楽
』
一
九
二
三
年
四
月
）
で
は
、
平
仄
の
あ
る
中
国
語
と
別
物
で
あ
る
日
本
の
漢
語
は
、
視
覚
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
印
象
を
与
え
る
一
方
で
、
音
韻
的
に
は
全
く
非
音
楽
的
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
大
和
言
葉
の
純
粋
の
音
韻
美
は
、
昔
の
和
歌
に
於
て
最
も
よ
く
高
調
さ
れ
て
ゐ
る
。
特
に
古
今
集
、
新
古
今
集
等
に
現
は
れ
て
ゐ
る
リ
ズ
ム
は
例
へ
や
う
も
な
く
美
し
い
」
と
、「
リ
ズ
ム
の
話
」
と
は
全
く
矛
盾
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
語
の
漢
文
調
に
つ
い
て
、
音
楽
的
か
否
か
、
朔
太
郎
の
詩
論
の
上
で
の
揺
れ
が
著
し
い
が
、『
純
情
小
曲
集
』「
自
序
」
で
は
、「
郷
土
望
景
詩
」
は
「
語
調
の
烈
し
き
を
欲
し
た
」
た
め
、
漢
文
調
を
選
択
し
た
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
促
音
に
つ
い
て
は
、「
郷
土
望
景
詩
」
中
、「
道
も
雪
解
け
に
ぬ
か
つ
て
ゐ
る
。」
（「
才
川
町
」）、「
過
ぎ
ゆ
く
利
根
川
の
水
に
い
つ
さ
い
の
も
の
を
捨
て
ん
と
す
。」
（「
大
渡
橋
」）
の
み
が
こ
れ
に
該
当
し
、「
強
烈
な
感
情
に
訴
へ
る
」
点
で
は
、
わ
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ず
か
「
大
渡
橋
」
一
編
だ
け
が
効
果
的
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
促
音
は
用
い
な
く
て
も
、「
小
出
新
道
」（『
日
本
詩
人
』
一
九
二
五
年
六
月
）
は
、
漢
文
調
の
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
、
詩
想
の
激
し
さ
を
表
す
高
い
調
子
が
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
道
路
の
新
開
せ
る
は
直
ち
ょ
く
と
し
て
市
街
に
通
ず
る
な
ら
ん
。
わ
れ
こ
の
新
道
の
交
路
に
立
て
ど
さ
び
し
き
四
方
よ
も
の
地
平
を
き
は
め
ず
暗
鬱
な
る
日
か
な
天
日
家
並
の
軒
に
低
く
し
て
林
の
雑
木
ま
ば
ら
に
伐
ら
れ
た
り
。
い
か
ん
ぞ
　
い
か
ん
ぞ
思
惟
を
か
へ
さ
ん
わ
れ
の
叛
き
て
行
か
ざ
る
道
に
新
し
き
樹
木
み
な
伐
ら
れ
た
り
。
「
直
ち
ょ
く
と
し
て
」「
四
方
よ
も
の
地
平
」
は
わ
ざ
わ
ざ
ル
ビ
で
読
み
方
を
指
定
し
、
ひ
き
し
ま
っ
た
音
で
読
ま
せ
て
い
る
。
ま
た
、
①
「
新
開
」「
市
街
」、
②
「
新
開
」「
新
道
」「
暗
鬱
」「
天
日
」
が
そ
れ
ぞ
れ
韻
を
踏
ん
で
い
て
、
畳
み
か
け
る
よ
う
に
調
子
を
つ
け
て
い
く
。
そ
し
て
、「
い
か
ん
ぞ
　
い
か
ん
ぞ
」
と
い
う
繰
り
返
し
の
後
、
単
な
る
叙
景
か
ら
、
心
象
風
景
へ
と
一
気
に
転
回
す
る
。
こ
こ
で
は
、
漢
文
調
の
文
語
を
朗
読
に
適
し
た
か
た
ち
で
活
用
し
よ
う
と
し
た
意
欲
が
見
ら
れ
、
口
語
詩
で
は
表
せ
な
い
新
た
な
音
楽
性
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
「
郷
土
望
景
詩
」
が
ま
さ
に
創
作
さ
れ
始
め
て
い
た
一
九
二
二
年
の
「
詩
壇
時
言
」（『
帆
船
』
初
夏
号
）
で
は
、
こ
の
頃
に
な
つ
て
私
は
、
漸
く
口
語
の
美
リ
ズ
ム
（
内
部
の
節
奏
）
が
わ
か
つ
て
来
た
や
う
に
思
ふ
。（
中
略
）
以
前
は
文
章
語
の
方
が
き
め
が
細
か
く
、
口
語
の
方
が
き
め
が
荒
い
様
に
感
じ
ら
れ
た
が
こ
の
頃
で
は
反
対
に
口
語
の
方
に
ず
つ
と
神
経
の
鋭
敏
な
近
代
的
美
韻
リ
ズ
ム
を
感
知
す
る
。
そ
し
て
文
章
語
は
何
と
な
く
き
め
が
荒
く
、
神
経
の
粗
野
な
薄
野
呂
間
を
感
じ
さ
せ
る
。
さ
れ
ば
文
章
語
で
書
い
た
詩
（
短
歌
、
俳
句
、
新
体
詩
、
及
び
自
由
詩
の
あ
る
も
の
）
は
、
今
日
の
私
に
は
す
べ
て
退
屈
に
感
じ
ら
れ
る
。
ど
う
し
て
も
文
章
語
は
、
近
代
生
活
の
気
分
と
一
致
し
な
い
、
ど
こ
か
昔
の
大
宮
人
の
呑
気
な
生
活
を
思
は
せ
る
。
即
ち
神
経
が
鈍
く
感
じ
が
ラ
フ
な
の
で
あ
る
。
と
、
文
語
の
欠
点
を
述
べ
て
い
る
。『
青
猫
』
系
統
の
「
近
代
的
美
韻
」
を
感
じ
る
口
語
に
対
し
て
、
文
語
は
、「
き
め
が
荒
く
」「
粗
野
」
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
郷
土
望
景
詩
」
に
お
い
て
は
、「
近
代
的
」
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
よ
り
、
む
し
ろ
「
近
代
生
活
の
気
分
と
一
致
し
な
い
」
古
め
か
し
く
さ
え
あ
る
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
激
情
を
こ
そ
狙
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
き
め
の
荒
さ
も
、
激
し
い
感
情
の
高
ま
り
を
表
す
の
に
は
有
効
で
あ
る
。
朔
太
郎
が
意
識
的
に
、
詩
語
と
し
て
文
語
を
選
択
し
た
と
考
え
る
場
合
、
詩
論
「
リ
ズ
ム
の
話
」
に
お
け
る
「
色
調
」
リ
ズ
ム
が
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
へ
ば
「
農
民
」
と
「
百
姓
」
又
は
「
家
庭
」
と
「
世
帯
」
と
は
、
全
く
同
じ
概
念
を
持
つ
た
言
葉
で
あ
り
、
音
韻
か
ら
言
つ
て
も
別
に
相
違
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
之
れ
が
吾
人
に
あ
た
へ
る
感
じ
は
よ
ほ
ど
ち
が
つ
て
居
る
。
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し
か
も
か
う
し
て
語
句
の
詩
に
於
け
る
効
果
は
異
常
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
詩
の
生
命
的
要
義
が
、
決
し
て
音
律
の
一
義
に
存
し
な
い
こ
と
、
む
し
ろ
か
う
し
た
「
言
葉
の
色
調
ニ
ユ
ア
ン
ス」
に
存
し
て
ゐ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
「
色
調
」
と
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
等
の
韻
律
の
な
い
日
本
語
に
お
い
て
、
多
数
の
同
義
語
か
ら
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
合
っ
た
も
の
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
雰
囲
気
を
出
す
と
い
う
、
言
葉
の
意
味
に
お
け
る
リ
ズ
ム
を
指
す
と
朔
太
郎
は
論
じ
て
い
る
。「
郷
土
望
景
詩
」
に
お
い
て
、
朔
太
郎
は
文
語
の
持
つ
音
の
面
で
の
リ
ズ
ム
と
と
も
に
、
郷
土
と
い
う
古
い
体
質
を
表
す
も
の
に
対
し
て
の
感
情
の
激
し
さ
を
表
す
た
め
に
、
独
特
の
色
調
を
持
つ
漢
語
や
古
語
を
多
数
選
択
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
五
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
純
情
小
曲
集
』
は
、「
純
情
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
初
期
の
「
愛
憐
詩
篇
」
と
最
新
の
「
郷
土
望
景
詩
」
と
い
う
、
創
作
時
期
も
ス
タ
イ
ル
も
異
な
る
二
つ
の
詩
群
を
収
録
し
た
詩
集
で
あ
る
。
朔
太
郎
と
し
て
は
、「
愛
憐
詩
篇
」
で
は
感
傷
、「
郷
土
望
景
詩
」
で
は
激
情
と
い
う
、
感
情
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
す
二
通
り
の
「
純
情
」
を
、
歌
壇
と
詩
壇
の
両
方
に
提
示
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
純
情
」
は
、
特
に
「
郷
土
望
景
詩
」
に
お
い
て
は
、
郷
愁
と
し
て
、
固
有
名
詞
を
持
つ
地
理
上
の
郷
土
か
ら
、
過
去
へ
向
か
う
も
の
と
な
る
。
一
方
、「
愛
憐
詩
篇
」
は
、
短
歌
的
な
抒
情
性
と
と
も
に
、
ス
タ
イ
ル
と
し
て
音
数
律
と
い
う
定
型
意
識
が
含
ま
れ
て
い
た
。
朔
太
郎
は
、『
純
情
小
曲
集
』
の
中
で
、
む
し
ろ
回
帰
で
き
な
い
詩
的
郷
土
の
記
念
と
し
て
「
愛
憐
詩
篇
」
を
置
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
対
置
さ
れ
る
最
新
の
「
郷
土
望
景
詩
」
は
、
当
時
す
で
に
古
い
も
の
と
さ
れ
る
文
語
を
使
い
つ
つ
も
、
当
時
の
詩
壇
に
不
足
し
て
い
た
音
楽
性
を
改
め
て
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
促
音
が
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
「
郷
土
望
景
詩
」
は
、
言
葉
の
音
韻
の
面
で
の
文
語
の
リ
ズ
ム
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
色
調
」
の
リ
ズ
ム
と
し
て
、
言
葉
の
持
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
生
か
し
て
漢
文
調
を
選
択
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
郷
土
望
景
詩
」
全
体
に
通
底
し
て
い
る
激
情
自
体
も
、
朔
太
郎
は
、
音
楽
と
し
て
把
握
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
新
し
き
欲
情
』
所
収
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
「
野
蛮
人
の
音
楽
」
で
は
、
野
蛮
人
の
音
楽
を
こ
の
よ
う
な
単
純
な
目
的
を
持
っ
た
芸
術
の
比
喩
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
さ
れ
ば
す
べ
て
の
単
純
な
芸
術
、
就
中
そ
の
最
も
単
純
な
単
純
な
、
一
元
的
な
一
元
的
な
、
あ
ま
り
に
原
始
的
な
原
始
的
な
芸
術
―
―
即
ち
野
蛮
人
の
音
楽
等
―
―
に
接
す
る
時
、
我
等
の
不
可
思
議
な
美
的
本
能
が
そ
こ
に
何
か
の
悦
ば
し
き
郷
愁
―
―
美
の
あ
こ
が
れ
て
ゐ
る
故
郷
へ
の
郷
愁
―
―
を
感
ず
る
こ
と
も
元
よ
り
有
り
得
べ
き
事
情
で
は
な
い
か
。
こ
の
頃
、
朔
太
郎
と
親
交
を
始
め
た
生
田
春
月
は
、「
静
夜
詩
話
」（『
日
本
詩
人
』
一
九
二
四
年
一
月
）
で
、
視
覚
的
な
詩
が
主
流
と
な
る
詩
壇
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
耳
を
も
て
聴
く
と
き
、
詩
は
は
じ
め
て
、
原
始
の
口
よ
り
耳
へ
と
伝
へ
ら
れ
た
時
代
の
、
飾
り
な
き
真
情
の
声
を
喚
び
さ
ま
す
で
あ
ら
う
。（
中
略
）
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私
は
詩
を
音
楽
か
ら
の
み
出
し
た
い
。
し
か
も
、
そ
れ
は
出
発
で
あ
つ
て
、
帰
結
で
は
な
い
。
音
楽
に
導
か
う
と
努
力
す
る
と
き
無
意
味
な
器
械
的
な
技
巧
詩
と
な
る
。
そ
れ
は
結
局
、
音
楽
で
は
な
い
。
音
楽
は
た
だ
心
の
波
動
で
あ
る
。
心
が
物
に
触
れ
て
鳴
る
と
き
、
は
じ
め
て
詩
は
至
高
の
音
楽
と
な
る
。
一
つ
の
音
楽
的
状
態
―
―
思
想
と
感
情
と
の
音
楽
的
発
想
…
…
そ
し
て
、
日
本
人
に
は
日
本
的
音
楽
…
…
日
本
的
音
楽
の
精
神
よ
り
の
日
本
的
詩
歌
の
出
生
…
…
詩
に
お
け
る
音
楽
を
「
真
情
の
声
」
と
し
、「
音
楽
的
状
態
」
を
求
め
る
こ
と
は
、
朔
太
郎
と
共
通
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
芥
川
龍
之
介
や
中
野
重
治
が
「
郷
土
望
景
詩
」
に
強
く
ひ
か
れ
た
の
は
、
春
月
の
よ
う
に
、『
純
情
小
曲
集
』
が
、
ま
っ
す
ぐ
に
感
情
を
う
た
う
よ
う
な
音
楽
性
の
回
復
を
求
め
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
朔
太
郎
の
音
楽
性
へ
の
追
求
は
、
文
語
の
持
つ
音
の
面
で
の
歯
切
れ
良
さ
と
し
て
の
「
小
出
新
道
」
の
延
長
で
、
や
が
て
、『
氷
島
』
期
に
は
、
朗
吟
を
意
識
し
た
作
詩
へ
と
、
よ
り
直
接
的
で
性
急
な
も
の
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
口
語
詩
か
ら
文
語
詩
へ
の
契
機
と
な
っ
た
『
純
情
小
曲
集
』
を
、
そ
う
い
う
朔
太
郎
の
実
験
と
し
て
の
詩
集
と
見
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
注
１
　
佐
藤
房
儀
『
詩
人
　
萩
原
朔
太
郎
』（
双
文
社
出
版
、
一
九
七
七
年
十
一
月
）
や
梁
瀬
和
男
『
萩
原
朔
太
郎
』（
あ
さ
を
社
、
一
九
八
六
年
九
月
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
２
　
安
藤
靖
彦
『
日
本
近
代
詩
論
　
萩
原
朔
太
郎
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年
十
二
月
）
３
　
「
詩
壇
時
言
」（『
日
本
詩
人
』
一
九
二
二
年
九
月
）
４
　
安
智
史
は
、
文
語
体
使
用
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、「
小
曲
」
と
い
う
詩
の
一
ジ
ャ
ン
ル
の
示
唆
と
し
て
、『
抒
情
小
曲
集
』
の
影
響
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
（
安
智
史
「『
純
情
小
曲
集
』
―
―
「
小
曲
」
集
／
「
詩
」
集
」『
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
二
〇
〇
二
年
八
月
）。
５
　
「
詩
壇
時
評
」（『
日
本
詩
人
』
一
九
二
二
年
六
月
）
６
　
久
保
忠
夫
『
萩
原
朔
太
郎
』（
塙
書
房
、
一
九
八
九
年
六
月
）
７
　
安
藤
靖
彦
「『
郷
土
望
景
詩
』
論
」（『
萩
原
朔
太
郎
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
三
年
五
月
）、
平
田
利
晴
『
近
代
の
文
学
12
萩
原
朔
太
郎
の
文
学
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
十
一
月
）
な
ど
で
、
後
の
「
郷
土
望
景
詩
」
が
、
こ
れ
ら
初
期
の
、
郷
土
に
つ
い
て
書
か
れ
た
詩
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
８
　
久
保
忠
夫
「
萩
原
朔
太
郎
と
家
郷
」（『
国
文
学
―
解
釈
と
教
材
の
研
究
―
』
一
九
七
三
年
十
一
月
）
９
　
例
え
ば
「
猫
の
死
骸
」（『
女
性
改
造
』
一
九
二
四
年
八
月
）
で
は
、「
こ
の
へ
ん
て
こ
に
見
え
る
景
色
の
な
か
へ
／
泥
猫
の
死
骸
を
埋
め
て
お
や
り
よ
。」
と
あ
り
、「
暦
の
亡
魂
」（『
帆
船
』
一
九
二
三
年
二
月
）
で
は
、「
さ
う
し
て
芥
焼
場
の
泥
土
に
ぬ
り
こ
め
ら
れ
た
／
こ
の
ひ
と
の
や
う
な
も
の
は
／
忘
れ
た
暦
の
亡
魂
だ
ら
う
よ
。」
と
あ
る
。
10
菅
野
昭
正
「
家
郷
憧
憬
―
萩
原
朔
太
郎
（
完
）」（『
日
本
文
学
研
究
大
成
萩
原
朔
太
郎
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
五
月
）
に
、「『
郷
土
望
景
詩
』
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以
後
、
萩
原
朔
太
郎
の
詩
の
世
界
で
、
固
有
名
詞
、
と
く
に
土
地
の
名
が
大
き
な
存
在
権
を
獲
得
し
は
じ
め
る
の
は
、
誰
し
も
す
ぐ
見
て
と
れ
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
現
実
の
都
会
と
い
う
舞
台
の
上
で
の
感
情
生
活
を
劇
化
す
る
方
角
で
、
新
し
い
詩
の
領
域
が
開
拓
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
11
伊
藤
信
吉
『
郷
土
望
景
詩
を
め
ぐ
っ
て
』（
煥
乎
堂
、
一
九
八
七
年
十
月
）
に
よ
れ
ば
、
新
前
橋
駅
は
一
九
二
一
年
七
月
に
業
務
が
開
始
さ
れ
、
大
渡
橋
は
一
九
二
一
年
十
一
月
開
通
し
て
い
て
、
い
ず
れ
も
詩
の
創
作
時
期
に
は
真
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
12
拙
稿
「「『
青
猫
』
以
後
」
に
お
け
る
〈
時
〉
の
詩
想
」（『
清
心
語
文
』
一
九
九
九
年
十
二
月
）
13
松
原
勉
『
日
本
近
代
詩
の
抒
情
構
造
論
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
九
月
）
14
仲
澤
紀
雄
訳
ヴ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
『
還
ら
ぬ
時
と
郷
愁
』（
国
文
社
、
一
九
九
四
年
九
月
）
15
「
再
会
」
に
つ
い
て
、
坂
根
俊
英
は
、「
五
音
と
七
音
の
複
雑
な
配
列
の
模
様
と
、
不
規
則
音
の
混
入
」
か
ら
「
韻
律
の
破
損
状
態
」
を
指
摘
し
て
い
る
（
坂
根
俊
英
「
萩
原
朔
太
郎
「
愛
憐
詩
篇
」
論
」
『
研
究
紀
要
』
尾
道
短
期
大
学
、
一
九
八
四
年
十
月
）。（
お
が
わ
　
ゆ
み
／
博
士
後
期
課
程
三
年
在
籍
）
─ 120 ─
